
森秀織物旧寄宿舎 1(製品加工場) 

木造平屋建、入母屋造瓦葺で、小屋組は和小屋である。外壁は押縁下見板張とし、純和風造りと

なっている。南に面して建つもので、西寄りに玄関を設ける。玄関東脇から南に面して幅 0.94mの

廊下が廻り、その突き当たりの南東角には便所があった。この廊下に面して二間続きの 10帖とな

っており、北側にはそれぞれ２つの押入れ取り付けられている。押入れは上下二段で、それぞれ寄

宿人が使い分けたというとことから、一部屋 10帖に 4人が生活していたと考えられる。現在、東

側に押入れが設けられているが、本来この部分も廊下で南から東にかけて廊下が廻っていたと思わ

れる。この建物も大正 13年の創建時と考えられる。 
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